
第 281回競技委員会議事録

1. 日 時：2023年 2月 1日（水）18時 00分～ 20時 45分
2. 会 場：連盟本部事務局

3. 出席委員：

競技委員会：委員総数 13、定足数 9、出席 13（内委任状 1）で成立。

寺本直志委員長、ロバート・ゲラー、斉藤千鶴乃、桜井雅子、浅越ことみ、

吉田正、山後秀幸、久富健史、仲村篤志

Zoomで出席：山田和彦競技会事業担当業務執行理事、石橋瑞己、正村祐一

委任状：林伸之

4. 議事の経過及び結果：正村祐一委員を議長に議事を逐一審議した。

第 1号議案 クラブディレクター承認の報告

長井 紀彦 51961 C-01219 茨城県

第 2号議案 リジョナルの試合環境に関するワーキンググループの報告

(1)高田馬場 BC開催のリジョナルについて、参加者からの意見を解決手段の一例を添えて主催

者に伝えることとした。

また、前年の東京リジョナルおよび併催するセクショナルをあわせた規模と、同程度のセク

ショナル併催のリジョナルを開催するときは複数のディレクターを配置するよう要望するこ

ととした。

(2)東京リジョナルで JTOSにバグが発生したことについて報告があった。

・ディレクターが事前に予測することは困難であり、その状況下でディレクターの対応は適

切であった。

・JTOS のバグはディレクターより報告があり事務局で確認の後、朝日新聞社杯までに改修

を行った。

・JTOS はスイス戦を集計する方法としてショートスイスと TeamSeries を別の機能として実

装している。ショートスイスは IMP を入力して対戦を決める機能だがこれをブリッジメ

イトと連携してスコアを記録できるように改修した。改修した結果、別の機能である

TeamSeries に影響が出てしまったが、改修のチェックはショートスイスの運用に対して行

われたため発見に至らなかった。

(3)ナショナルリジョナルで用意するボードセット数について意見交換を行った。今後の WG
にて事務局より貴戸祥郎を派遣し、より現実的な運営手法になるよう検討することとした。

(4)来年の朝日新聞社杯に向けて英語の資料を充実させることとした。また競技会で海外から

の選手を紹介することとした。紹介は当日参加するプレイヤに依頼することとした。

第 3号議案 HANDBOOKの修正内容について事務局より提出があり、原案どおり承認した。



第 4号議案 単純 B-a-Mのアベレージプラス・マイナスについて

前回の競技委員会で 2ボード目までのアベレージプラスは 1.5、3ボード目以降は 1.2とするこ

ととした。またアベレージマイナスは現行どおり常に 0.5のままとした。

事務局より当該チーム平均獲得マッチポイントの対応について提案があり審議した。

「Av+の平均点」：アベレージプラスの平均点（3ボードのときは(1.5+1.5+1.2)÷ 3=1.4）
「獲得平均MP」：当該チームの実際にプレイしたスコアの平均点

「獲得平均 MP」が「Av+の平均点」より大きいときは、アベレージプラスの値は「獲得平均

MP」とする。また、「獲得平均 MP」が 0.5 より少ないときは、アベレージマイナスの値は

「獲得平均MP」とする。

競技会運営規程は事務局で改正案を作成しメールにて審議することとした。

第 5号議案 ディレクター規則の改正が理事会で承認されたことについて報告があった。

今後ナショナルディレクターの評価についてリジョナルの試合環境に関するワーキンググルー

プにて検討することとした。

第 6号議案 その他議案

(1) ウィークリーゲームのストラティファイドにおいて下位のストラットにおいて最低テーブ

ル数の 2T に満たない、例えば 3 ペアなどでのマスターポイントの発行について審議の申

請があった。審議の結果各レイティングにおける最低テーブル数は変更せず、ウィークリ

ーの最下位フライトであっても 4 ペアは必要であるままとした。なお第 116 回議事録にて

ミッチェルの場合は NS、EW2ペアずつの 4ペアでも成立することを再確認した。

(2) 朝日新聞社杯において、あるチームのチーム名に対して担当ディレクターが不適切な対応

をしたことについて報告があった。担当ディレクターには事務局から注意を与えることの

報告があった。

次回競技委員会は 2023年 4月 6日（水）18時 00分からの開催を予定する。

以 上


